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故起きる?｣｢原発で

｢人が突っ込めばいい｣

J原子力災専用ロボット開発の主1:Z経緯

1999年9月　JCO蕗界事故

2000年1月　通産省が｢原子力災専支援シス

テム｣の開発に補助金30億円の

交付決定
3月　原子力防災機関を持つドイツ､
フランスなどに国が調査団を派
遣｡ロボットの技術水準や機能､
運用システムを視察

2001年3月　メーカー4社によるロボット計

6台が完成
12月　ロボット工学や原子力の有蔵書

でつくる開発評価検討会がロボ
ットの性能を｢世界水準に比肩｣

と評価
2002年12月　東京旬力など原子力事業者でつ

くる実用化評価検討会がr滞用
場面なし｣と結論

2006年3月　ロボットは保管期限の終了後､

廃棄処分.一部は仙台市科学館
などに展示
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